
岩佐新 と石橋 コ レク シ ョン

田所夏子

　 岩佐 新 （1894－1973、fig.1）は 、石橋正 二郎 （1889
－1976） の コ レク シ ョン形 成 に重 要 な役割 を果 た

した人物 で あ る1）。も とも とは画 家志 望で あ ったが 、

戦 前 は美術 ジ ャー ナ リス トと して い くつ もの雑 誌

で 活躍 して いた。 そ の 後正 二郎 と出会 い 、生 涯 を

通 じて コ レク シ ョン収集 の助 言 や管 理 、 そ して美

術 館活 動 に貢 献 した。 また 藤 島武二 と親 し く、正

二 郎 との仲 介役 を果 た したの も岩佐 で あ った。《黒

扇 》（fig.2）な どの代表 作 を含 む藤 島の多 くの作 品

が正 二 郎 の手 に渡 ったの は岩 佐 の功 績 に よる と こ

ろ が大 きい。 そ こで本 稿 で は、 これ まであ ま り調

べ られ て こ なか った岩 佐 の 人物 像 と、石 橋 コ レク

シ ョン との 関わ りを明 らか に した い。

1． 画 家 と して

　 岩佐 新 は1894（ 明治27） 年7月10日 、島根 県能 義

郡伯太 町 井尻 （現 在の安 来 市） に生 まれた2）。 県立

松 江商業 学校 を卒 業後 、東 京 に出て 石井林 響 （1884
－1930） に 師事 し日本 画 を学 ん だ3）。 林 響 は千 葉

県 出身 の 日本 画家 で 、橋 本雅 邦 に 師事 し文 展や 帝

展 で活 躍 しなが ら も、脳 溢血 で 倒 れ47歳 の 若 さで

世 を去 った。 は じめ 天風 と号 して いた が、 文展 か

ら帝 展 にか わ った1919（ 大 正8） 年 に、 林 響 と改

号 して い る。 改号 に あ た って は、岩 佐 ら門人 た ち

が 「林響」 という語を発案 した。岩佐が内弟子 と

して林響に入門したのは、まだ天風と名乗 り品川

に居 を構 えて いた1914（ 大正3）年 の こ とであ った
4）

。

林 響 が1925（ 大 正14） 年 に郷 里 に近 い上 総 の大 網

に移 ってか らは遠 方 とな り、岩 佐 の雑 誌 の仕 事 が

忙 し くな った こ と もあ って 次 第 に疎 遠 にな って い

っ た とい う。岩 佐 は 当初 日本画 を学 んで い たが 、

同時 に 油絵 も描 いて い た。 しか し林響 か ら 「西 洋

画 を描 く人 は気 の毒 だ、 物 を見 なけ れ ば描 け ない

の だか ら」 と言わ れ 、大 い に反 発 し遠 ざか った こ

と もあ っ た と回想 して い る。 もっ と も、 林響 自身

が もと もと洋 画家 を志 して お り、 そ の影 響 もあ っ

て か、岩 佐 はそ の後 洋 画 に転 向 し岡田 三郎 助が 指

導する本郷洋画研究所に学んだ
5）

。

　1928（ 昭 和3） 年 に は 、 第5回槐 樹 社 展 に一 般

出品者として油彩画 《夜の静物》を出している
6）

。

そ の後 も第6回 展 に 《広場 風 景 》、第7回 展 に 《庭 》、

第8回 展 に 《O氏像 》（fig.3）と、毎年 続 け て出品 し

て い る。 また 、帝 展 に も1930（ 昭 和5） 年 の 第11

回展 と、翌 年 第12回 展 に入 選 した。 第11回 展 に 出

品 した作 品 《窓》 （fig.4）は、果 物 や カ ップの置 か

れ たテ ー ブル と、 椅子 、 食卓 用 の ペ ン ダ ン トラ イ

fig.1

岩 佐 新 （1942年 撮 影 ）

fig.2

藤 島武 二 《黒扇》1908－09年 、石橋財 団 ブ リ

ヂ ス トン美術館
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トが 配 され た室 内か ら、窓越 しに外 の草 花 や 木 々

の葉 が見 えてい る作 品で あ る。「気持 ちの いい作 だ。

私 は初 め て此 作者 の 絵 を見 るの で 、今迄 知 らなか

ったが 、此 人に此 芸 あ りて驚 いた」 と、小 林 徳三

郎 に よ り評 され た7）。 第12回 展 の 出 品 作 《椅 子 に

凭 れ るO氏 像 》 （fig.5）は 、お そ ら く第8回 槐 樹 社

展 に出 品 した作 品 と同 じモ デル を描 い た もので あ

る。 ス ー ツ姿 の男 が椅 子 に腰 か けて い る 肖像 画 で 、

男 が 右手 に持 って い る煙草 か らは一 筋の 煙 が た ち

上 って い る。 人物 の顔 立 ちはや やデ フォル メ され 、

ユ ー モ ラス な表情 を見 せ てい る。

　お よそ4年 ほ どの短 い期 間 に洋 画家 と して 順 調

にキ ャ リア を積 ん で いた岩 佐 だ が、 次第 に雑 誌 編

集 者 と して の仕 事 が 忙 し くな り、 第12回 帝展 出品

以 降 は画 家 と しての 活動 は影 を潜 め る。1940（ 昭

和15） 年11月 と1942（ 昭 和17） 年4月 に 銀 座 の 鳩

居 堂 で水 墨 画 の 個展 を開 い て い るが8）、そ の ほ か

に 目立 った出 品の記録 は 見受 け られ ない 。

2.美 術 ジ ャー ナ リス トと して

　洋 画家 と して展 覧 会 に出 品す る一 方 、美術 雑誌

の記 者、 編集 者 と して も能 力 を発揮 した。 その 仕

事 ぶ りは 「戦前 はみ づ ゑの大下 （藤 次郎 ［筆者 註 ］）

さんや 三 彩 の 藤 本 （韶三 ［同］） さ ん と並 ん で 活

躍 した代 表的 美術 ジ ャーナ リス トで あ った」 と称

され るほ どで あ った9）。 岩 佐 が編 集 に携 わ っ た美

術 雑 誌 と して は 、 『美 術 新 論 』、 『美 術』、 『国民 美

術』 な どが知 られて い る。 いず れ も戦時 中の 出版

統 制 のため改 題 を余儀 な くされ た もので あ る。『美

術 新 論 』 に は1926（ 大 正15） 年 の 創 刊 か ら関 わ

り、 自 ら精 力 的 に記事 を書 いて掲 載 した。執 筆 し

た記事 の 内容 は 、 自身が 深 く傾倒 した石 井林 響 や

藤 島 武二 につ い てだ けで な く、 さま ざま な展 覧 会

評 や 、美術 界 、批 評家 た ちへ の提 言 な ど幅広 く目

を配 ってい る。 『美術新 論』 は斎 藤与 里 、牧野 虎 雄、

熊 岡美 彦 ら槐 樹社 の 同人 た ちが編 集 を お こな う月

刊 誌 で、岩 佐 は 当初実 務 担 当者 と して参 加 して い

た。 岩佐 が 槐樹 社 展 に出 品 した の は1928（ 昭和3）

年 の 第5回 展 か らで あ っ た こ とか ら、槐 樹 社 との

関 わ りは雑 誌編 集 の仕事 が 最初 で あ った ようであ

る。 しか し10年 ほ どで槐 樹 社 は解散 し、『美術新 論』

は 第8巻 第2号 （1933（昭和8） 年2月 号 ） か らは東

光会 に引 き継 がれ 、同 年11月 号 か ら 『美 術』 と改

題 した10）。 この と き編集 の 中心 となった のは斎 藤 、

熊 岡 と岩 佐 で あっ た。 その 後 日中戦 争 の影 響 もあ

fig.3

岩 佐新 《O氏像》1931年

fig.4

岩佐新 《窓》1930年

fig.5

岩佐新 《椅子 に凭 れるO氏 像》1931年
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って 経 営 が 次 第 に き び し くな り、1938（ 昭和13）

年1月 号 か らは岩 佐 個 人 が経 営 を引 き受 け る こ と

に な った 。有 島生 馬 の計 らいで 川崎 銀 行 か ら資金

援助 を受 け た ものの 、戦 況悪 化 に ともな い さ らに

経営 が 苦 しくなっ てい った ところへ 、 軍部 か らの

出 版統 制 に あ った。 ち ょう どそ の こ ろ、画 商 と し

て 成功 をお さめ て いた青 樹社 の 鈴 木里 一郎 か ら声

が か か り、美 術 評 論 家 の 荒城 季 夫 を加 え た3人 で

「国民 美 術 社 」 を結 成 し、 雑 誌 『国 民美 術 』 を 創

刊 した。 しか し統 制 下 にお け る紙 の配給 許 可が お

りず、1941（ 昭 和16） 年10月 に創刊 号 を発 行 した

の ち、 翌年2月 号 を もって廃刊 をむか え た11）。そ の

後戦 争 中 は、疎 開 先 の島根 で 雑誌 『島根 美術』 の

創 刊 に関 わ ったが 、 ほ どな く して再 び上 京 して か

らは雑誌 編 集 の仕 事 か らは遠 ざか って い った よ う

であ る。

　 お よそ20年 に及 ぶ編 集者 と しての 仕事 を通 して、

岩 佐 は 非常 に多 くの知 見 と人 脈 を得 る こ とに なっ

た。 そ の こ と を端 的 に示 す ひ とつ の事 例 が、 近代

美 術 館 設 立 運 動 で あ る。 そ の 運 動 は 、1937（ 昭

和12） 年 、1939（ 昭和14） 年 、 そ して1950（ 昭 和

25） 年 と3度 に渡 っ た12）。1度 目は紀 元2600年 を記

念 して計 画 され た万 国博 覧 会 の会場 を美術 館 と し

て 残 せ る もの に しよ う とす る 運動 で あ ったが 、結

局 万博 自体 が実 現せ ず美 術 館設 立 の話 も立 ち消 え

に なっ た。東 京 府美 術館 を 「大 衆観 覧 者 を対 象 と

す る展覧 会場 と して は、地 の利 を得 ざる のみ な ら

ず 、 その 構造 に於 いて も適 当 な らず」 と して、 そ

の役 割 を常 設美 術館 とす る代 わ りに 、丸 の内付 近

に展 覧会 場 を新 た に設 立す る運 動 の実 行 委員 会 の

1人 に名 を挙 げて いる
1 3）

。

　2度 目は、「明治大正名作展覧会」の開催をきっ

かけに、皇太子殿下生誕記念事業の一環として美

術館建設を計画したものであった。この時は資金

集めや土地探 しなどかなり具体的に進んでいたに

もかかわらず、戦争が始まったことによって実現

に至 らなかった。岩佐は雑誌 『美術界』を主宰し

ていた浦崎永錫らとともに方々を駆け回り、当時

の東京市長や横山大観、和田英作、朝倉文夫など

の美術界の重鎮、東京美術学校の校長、経済界か

らは藤山愛一郎などの協力を得た大プロジェクト

であった。

　3度 目は、1950（昭和25）年に日本美術家連盟

から建議文を提出し行政に働きかけたものである。

当時連盟の二代目事務局長を務めていた岩佐も、

依頼されて参議院で直接近代美術館の必要性を説

き、翌年には文部省の積極的な働きかけにより予

算案が国会を通過した。ところが日比谷公園を有

力候補としていた建設用地の問題などで美術館建

物 の新 築 が難 しくな って しま った。 そ して そ の翌

年 、京 橋 の 旧 日活 会 館 を前 川 国男 の 改装 に よっ て

使 用す る こ とが よ うや く決 まった。

　この一 連 の運動 に深 く関 わ って いた 岩佐 の 、関

係 者 との 人脈 や実 現 に 向 け た行動 力 に は眼 をみ は

る ものが あ る。 そ のの ち、石 橋 正二 郎 が1969（ 昭

和44） 年 の東 京国 立 近代 美 術館 の移転 新 築 に際 し

建 物 を寄 贈 した こ とは、岩 佐 に とって も積 年 の 思

いが 叶 った瞬 間で もあ っ ただ ろ う。

3.藤 島武 二 との 因縁

　つ ぎに、岩 佐 の生 涯 を語 る上 で欠 くこ との で き

ない重 要 な人物 の ひ と りと して、 藤 島武二 （1867

－1943） との 交流 につ い て紹 介 したい。 以 下 は岩

佐自身による回想である
1 4）

。

因縁 とい う言 葉 が あ るが 、藤 島先 生 と私 と は

そ の 因縁 とい うの か も しれ ない。 亡 くな られ

た朝 も （昭 和 十 八 年 三 月 十 九 日）、 な にか 先

生 に呼 ば れ てい る よ うな夢 を見 て、 気 にか か

るの で急 い でお 宅 に うか が っ た ら 「今朝 は な

んだ か先 生 の様 子 がお か しい」 との 話 、諸 方

へ 電話 して しらせ てい る うち に とう と うい け

なか っ た。 それ か ら御 葬 儀 の こ とそ の 他、 相

当立入 って お手伝 いす る こ とにな って しま っ

た。私 は先生 の 門 人 とい うわ けで はな か っ た

が 、絵 の こと もいろ い ろ と教 え て頂 い た。 「ち

か ごろ何 か描 き ま したか 」 な ど とよ くい われ

た。禅 の 話 、老子 の話 な ど も伺 った が 、凡 才

は何等 もの に な らぬ。 展 覧 会 も御生 前 に三 越

での 新作 展 の お世 話 を し、 その 後朝 日新 聞社

主 催 の遺 作 展 、 また こ ん どの毎 日新 聞 社 の藤

島展 に も関係 す る よ うに な った。 ど うい うお

考 えだ っ たか わか らぬ が、 御病 中 お床 に つ い

て い られ る ころ は、 先生 の 日本 画 な ど見 て も

らいに 来 る と、私 に箱書 を してお け とい わ れ、

よ く極書 を書 い た もの だ。 今 とな って は正 当

のお 弟 子 の先 生方 も居 られ る ことだ か ら、 そ

うい うこ とはな るべ く しない ことに してい る。

　岩佐がかつて本郷洋画研究所に学んでいた頃に

は、すでに藤島は川端画学校に移ってお り、2人

がいつ頃どのようにして知り合ったかは詳らかで

ない。 しかし『美術新論』（第4巻第12号）では、「ア

トリエ訪問記」という連載記事で本郷の自宅にい

る藤島を取材している。取材当時、藤島は皇太后

陛下御献上品として岡田三郎助とともに依頼され

た天皇の御居間を飾る絵を制作中であった。担当
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記者 名 は 「S.I生」 とな って お り、記事 のな かで記

者 は以 前 に も何度 か藤 島邸 を訪 れた こ とがあ る よ

うに書 か れて い る。 も し もこれが 岩佐 本 人 に よる

もの であ れ ば、 少 な くと も記 事 が 出た1929（ 昭和

4） 年 の12月 よ り前 か ら藤 島 とは面 識 が あ っ た こ

と に な る15）。 また 、1934（ 昭 和9） 年 に は 岩 佐 が

編集 した藤 島 の生 前最 初 の 画集 が 出版 されて い る。

1938（ 昭和13） 年12月 の 日本 橋 三越 にお け る 「藤

島武 二 近作 画 展」 で は世 話 人 と して 開催 を手 伝 い、

1942（ 昭 和17） 年11月 に は 「藤 島 武 二 作 品 鑑 賞

会」（日本橋 三 越） 開催 準備 に も奔 走 してい る。 こ

の展 覧 会 は、 有 島生馬 、 伊 原宇 三 郎 、猪 熊弦 一 郎、

長谷 川 仁 らと と もに藤 島武 二 画集刊 行 会 を発 足 し

準備 して いた な かで 発案 され た もの で、 藤 島 自身

の監 修 の もと58点 が展 示 され た。 しか し画集 が刊

行 された の は翌 年11月 の こ とで 、藤 島 はそ の完 成

を見 る こ とな く3月 に亡 くな り、結 果 と して 没 後

最初 の本格 的 な画 集 とな った。 先 に紹 介 した とお

り岩 佐 は藤 島 の 門人 で は なか っ たが 、公 私 に渡 っ

て親 しく交 流 し、そ の画 業 の顕 彰 だ けで な く身 の

まわ りの こ と まで細 や か に支 え た。十 数 年 にお よ

ぶ2人 の交 友 を通 して 岩 佐 が ま とめ た 「藤 島 武 二

語録 」 は 、直接 談 話 や諸 誌 上 か ら集 めた 語録 の 一

部 であ り、そ の後 の藤 島研 究 に 欠かせ ない重 要 な

証言 記録 の ひ とつ とな って いる
16）

。

4.石 橋 正 二郎 との出 会 い

　 岩 佐 は 、戦 前 に 青 樹 社 の鈴 木 里 一 郎 を通 じて

正 二 郎 と知 り合 った と され て い る17）。青 樹 社 は 、

1939（ 昭 和14） 年11月 に銀 座 本 店 で 「青 木 繁 遺作

展覧 会」 を開 催 した。 この と き青 木の 友 人で あ っ

た梅 野満 雄 が所 蔵 して いた 青 木 の作 品64点 が 公 開

され、《海 の幸 》、《わ だ つ み の い ろ この 宮 》 な ど

出品 作 の一 部 がそ の 後正 二 郎 の手 に渡 った。 正 二

郎 は、東 京 に仮住 まい して い た1935（ 昭 和10） 年

頃か ら青 樹 社 を訪 れ 、鈴 木 と懇意 にな って い た。

岩佐 と鈴 木 が いつ 頃 か ら知 り合 ってい た か は分 か

らな いが 、 先 に述 べ た とお り1941（ 昭 和16） 年 に

は鈴 木 の声 か け に よ り雑 誌 『国民 美術』 を創 刊 、

発 行 してい る こ とか ら、 遅 く ともそ れ以前 には 面

識 が あ っ た もの と思 わ れ る18）。 鈴 木 の仲 介 に よ り

正 二郎 と出 会 った岩 佐 は、 と くに、正 二 郎が 藤 島

邸 を訪問 す る にあ た り大 きな役 割 を果 た した。 以

下 に 、藤 島 との 出会 い につ い て語 っ た正 二郎 の 回

想を紹介したい
19）

。

藤 島 さん に私が 初 め て会 った の は、 ち ょう ど

三 十 年 前 （1938）、 東 京 ・日本 橋 の三 越 で 個

展 が開 か れて い る時 だ った。 何点 か並 べ られ

て い る絵 の なかで 特 に私 を引 きつ けた絵 が あ

った。 《浪 （大洗 ）》 とい う題 だ ったが 、筆 勢

が 強 く色彩 も豊 かで 、重厚 な感 じのす る作 品

だっ た。 そ こで さっそ く藤 島 さん にゆず っ て

いた だ きた い と申 し入 れた の だが 、即 座 に 断

られ て しまっ た。 藤 島 さん 自身 も気 に入 って

い るか らとい う こ とで あ る。が 、 断 られれ ば

よ けい手 に入 れた くなるの が コ レクター心 理

で あ る。 人 を通 じて何 回 とな く藤 島 さん に 申

し入れ 、 や っ との こ とで その 絵 を手 に入 れ る

こ とが で きた。 これ が機縁 で 私 は藤 島 さん と

親 し くな り月 に一 回は藤 島 さんのお宅 にた ず

ね る ように な ったの で あ る。 もち ろんそ れ 以

前 か ら藤 島 さ んの絵 に は興 味が あ った。 だ が

藤 島 さんの 人 を知 る よ うにな って 、前 に もま

して その 芸術 の 偉大 さを知 る ように なった の

だ。

　 この とき展 覧 会 の世話 役 をつ とめた のが岩 佐 で

あ った こ とか ら、正 二 郎 と藤 島 との関 係 を仲介 し

たの は岩 佐 だ った と考 えて間違 い な く、正 二郎 と

岩佐 が知 り合 っ たの は1935～38年 の間 であ る可 能

性 が 高 い。1942（ 昭和17） 年 に は 、《黒 扇 》 の 前

で藤 島 と正 二郎 、 長男 幹一 郎 と岩 佐が 並 んで い る

写 真 が 残 さ れ て い る （fig.6）。 ま た、 晩年 藤 島 が

病 床 に伏 せ て いた 頃 に は、 ヨー ロ ッパ 留学 時代 の

滞欧 作15点 ほ どが散 逸 す るの は惜 しいか らと正 二

郎 に 買 い取 って も らっ た。 と ころが3日 ほ ど して

か らあ の絵 が な い と寂 し くて寝 られ な いか ら返 し

て ほ しい と言 わ れ、気 分 を害 す る ど ころか画 家 の

自分 の 作 品へ の執 着 に感 動 した正 二 郎 は、 ただ ち

に返 却 してい る。 そ れ らの作 品 はそ の 後ふ たた び

fig.6

左か ら岩佐新 、藤島武二、石橋 正二郎、幹一郎 （1942年撮 影）
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正二 郎 の もとに戻 った。 こ うしたエ ピソー ドか ら

《黒 扇 》 を は じめ 藤 島 の 滞欧 作 の 多 くを正 二 郎 が

入手 す る こと とな った背 景 に は、画 家 とコ レク タ

ー とのあ い だに深 い 信頼 関係 が築 か れ てい た こ と

が うかが われ る。 そ して そ んな両 者 の仲 介 役 と し

て 、「早 くか ら石橋 正 二 郎 さん に藤 島武 二 先 生 の

作 を お勧 め して いた が、 特 に先生 の 没 後 はその 作

品 の 散 逸 を恐 れ 、手 に入 る限 りの もの を集 め た」

岩佐の功績は大きかった
20）

。

　ま た、岩 佐 は正二 郎 が特 別 な思 い入 れ を もって

いた とされ る ピカ ソ 《女の顔 》（1923年、石橋 財 団

ブ リヂ ス トン美 術 館） を入手 す る際 に も、重 要 な

役割 を果 た した と思 われ る。 こ の作 品 は福 島繁太

郎 の 旧蔵作 品 で、正 二 郎 が もと もと欲 し くてた ま

らず、購入の話が出た時に即決 したものである
21）

。

正 二 郎が 作 品 を入手 した の は終 戦 後 ま もな く、 ち

ょう ど西 洋絵 画 の収 集 を本格 的 に開始 した ばか り

の頃 で あ った。 岩 佐 は1944年 か ら郷 里 島根 に疎 開

して い て この 時 期 ち ょう ど一 時 的 に正 二 郎 の も

とを離 れて い た。 しか し、戦前 か らたび た び雑 誌

で福 島 コ レ ク シ ョン を取 材 して い た こ と もあ っ

て、《女 の顔 》 に関 す る多 くの情 報 と関 係者 の 人

脈 を正 二 郎 に提 供 した こ とだろ う。事 実 、岩 佐が

編 集 をつ とめ た美術 雑 誌 で はた びた び福 島 コ レク

シ ョンの特 集 が組 まれて お り、 なか で も 『美 術新

論 』 で は 日本 でい ち早 く福 島 コ レ クシ ョンを紹介

し、《女 の顔 》の 図版 が大 き く掲 載 され た22）。正 二

郎 が西 洋 絵画 の収 集 を開始 した矢先 、 絶好 の タイ

ミン グで この作 品 を入手 す る こ とに なっ た経 緯 に、

岩 佐 の存 在 が影響 して い た可能 性 は高 い。正 二 郎

と親 しか った猪熊 弦 一 郎 の回想 に よる と、旧福 島

コ レクシ ョンの 「ル オーの顔 の 丸 い婦 人の 絵」 （お

そ ら くル オー 《ピエ ロ》1925年 、 石 橋財 団 ブ リヂ

ス トン美 術 館 ）の購 入 に際 して も、 正 二郎 の主 な

相談相手となっていたのは岩佐新であったという
23）

。

5.コ レ ク シ ョ ン管 理 人 と して

　 こ う して正 二郎 の厚 い信 頼 を得 た 岩佐 は、 コ レ

ク シ ョン管理 人お よび助 言 者 と して 初期 の 収 集 に

深 く関 わ るこ と とな った。 周 囲 か らも 「石 橋 さん

を美術 の大愛 好 家 た ら しめ、個 人の もの と して は

世 界 的 な美術 館 を作 り上 げた 岩佐 さん の陰 の 功 績

は非 常 に大 きい」 と語 られ る ほ どで あ っ た24）。 正

二 郎 は、1951（ 昭和26） 年 には 自身の コ レ クシ ョ

ン を保 管 す るた め 自宅 の敷 地 内 に倉庫 を建 築 して

い る。 「美 術 庫 」 と呼 ば れ た こ の倉 庫 に は収 集 し

た 多 くの 美術 品が 保 管 され 、 いつ しか 国内 外 か ら

噂 を聞 きつ けた画 家 や愛 好 家 、学 者等 か ら見学 を

希 望 され る こ とが 少 な くなか った とい う25）。 美 術

庫 が完 成 した年 の11月 には 、美 術 に造 形 が 深 くニ

ュー ヨー ク近 代美 術館 の理事 も務 め た ブ ラ ンシ ェ

ッ ト ・ロ ック フェ ラ ー （ジ ョン ・D・ ロ ック フ ェ

ラー三 世 夫 人） の訪 問 を受 け 、岩 佐 も案 内 役 の ひ

と り として同席 して いる （fig.7）。

　 翌 年1952（ 昭 和27） 年1月 に ブ リヂ ス トン美 術

館 が開 館 して か らは、岩 佐 は主事 と して 美術 館 に

お け る さま ざまな実務 を担当 す る こ とにな った26）。

具 体 的 に は コ レク シ ョンの管 理 に加 え、 展 覧会 の

準 備 や 作 品輸 送作 業 の監 督 、講 演会 の 手 配 な どで 、

時 に は 自 ら講 演 をお こ な うこ ともあ り、 そ の仕事

ぶ りは学 芸 員 その もの で あ る27）。 また、 開 館 の翌

年 か ら石 橋 幹 一 郎 を委 員 長 とす る 「映 画 委 員 会 」

が立 ち上が り、岩 佐 は ここで も主事 に就任 して い

る。 映 画委 員 会 は、1964年 まで に16本 の記 録 映 画

を制 作 した。 映画 は梅 原龍 三 郎 や 川合 玉 堂 、高村

光太 郎 ら約60人 の 作家 の ア トリエ を訪 れ 、制 作 中

の様 子 や 日常 の姿 を撮 影 した もの で、 貴重 な記 録

資料 とな ってい る
28）

。

　 と ころで 、 当館 に は岩 佐 に よる模 写作 品が所 蔵

されて い る。 マ ネ 《メ リー ・ロ ー ラ ン》 の模 写 、

ピカ ソ 《裸婦 》 の模 写 、 ピカ ソ 《アル ル カ ン》 の

模 写 、 和 田 英 作 《富士 》 の 模 写 の4点 で あ る。 そ

の うち 当館 が 原画 を所 蔵 してい る の はマ ネ 《メ リ

ー ・ロー ラ ン》 のみで 、裏板 には ［マ ネー 「マ リー ・

ロー ラ ン」／調 査 に依 る復 元模 写 ／岩佐 新 ］ と書

込 みが あ る。 ピカソ 《アル ルカ ン》の模 写 （fig.8）

の 原 画 は福 島繁 太郎 の 旧蔵 品 で 、現 在 は スペ イ ン

の テ ィ ッセ ン ・ボ ル ネ ミ ッサ 美 術 館 に所 蔵 され

fig.7

左 か ら團伊能、同夫人、ロ ック フェラー三世 夫人、矢 代幸 雄、

石 橋昌子 （正二 郎の妻）、正二郎 、岩 佐新 （麻布永坂の 自邸、

1951年11月 撮影）
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て い る。 裏 面 の 木 枠 に は 、 ［贈 ブ リヂ ス トン美 術

館 ／ピカ ソ 「アル ル カ ン」岩 佐新 模写 ］ と書 かれ

て い る。 い ず れ も模写 した 目的 や時 期 は不 明 だが 、

裏面 の 書込 み か ら想 像 す る と1952（ 昭和27） 年 の

ブ リヂ ス トン美術 館 開館 後 に、 何 らか の調 査 のた

め に制作 され た もの と思 わ れ る。美 術館 にお け る

岩佐 の 仕事 は 、学 芸 員的 な 内容 に と ど ま らず映 画

製 作 や模 写 制 作 な ど多岐 に渡 った。 そ のい ず れ も

過去 に画家 と して活 動 して い た こ とや 、美 術 ジ ャ

ー ナ リス トと して多彩 な人 脈 を培 っ た こ とが 、バ

ック グ ラウ ン ドと して いか に有 効 に働 い たか は容

易 に想 像 が つ く。 こ う して岩 佐 は亡 くな る2年 前

まで 、 ブ リヂ ス トン美 術 館 に参 与 と して席 を置 き、

文 字 通 り生 涯 を尽 くして貢 献 した。

　 戦 争 で ひ と り息 子 を亡 くし、 晩年 の 岩佐 は病 気

を した り妻 に先 立 た れ た りと気 の毒 な身の 上 であ

っ た よ うだが 、元 来 明朗 な人柄 で 、広 く誰 か らも

親 しまれた とい う29）。1973（ 昭和48） 年6月20日 に

78歳 で亡 くな り、23日 には増 上 寺 で美 術館 葬 が 執

りお こなわ れ た
30）

。
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23） 猪 熊 は 、 「私 は と く に石 橋 さ ん の 美 術 館 が 京 橋 に

出 来 る前 か ら可 愛 が っ て頂 き、何 か とい う とお 宅

に伺 っ て い た。 そ の 頃 、岩 佐 新 氏 が い て 、 同氏 も

ブ リヂ ス トン美 術館 が で き る前 に蔭 に な っ て働 か

れ た。 す で に 亡 くな られ たが 大 事 な 方 だ っ た」 と

して い る。 （猪 熊 弦 一 郎 「故 石 橋 正 二 郎 氏 の 計 に

接 して 」『連 盟 ニ ュ ース』248号 、 日本美 術 家 連盟 、

1976年 、p.2。）

24） 前 掲 註5。

25） 小 島 直 記 『創 業 者 ・石 橋 正 二 郎一 ブ リヂ ス トン経

営 の 原 点』 新 潮 文庫 、1996年 、p.231－237。

26）1966年4月 か らは運 営 委 員 と な る。

27） 猪 熊 に よれ ば 、正 二 郎 が 「美 術 館が 出来 た と き も、

岩 佐 氏 と僕 に プ ラ ン な どで 随 分 相談 され た 」 とい

う。 （前 掲 註23。）

28） 『ブ リヂ ス トン美 術 館50年 史』 石 橋 財 団 ブ リヂ ス

トン美 術 館 、2003年 、p.199。

29） 前 掲 註5。

30） 「主 な 記 録 」 『ブ リヂ ス トン美 術 館 館 報』22号 、 ブ

リヂ ス トン美 術館 、1973年 、p.10
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岩佐 新略 年 譜

岩佐 新 に関 す る事項 は、主 に以下 の文 献 を参 照 した。

岩 佐新 「石井 さんの憶 ひ出 （林響 氏 追悼 ）」『ア トリエ』 第7巻4号 、1930年4月 、p.132－134。

岩 佐新 「「美 術新論 」 と 「美 術 」の思 い 出」『本 の手帖 』9月 号 、1961年9月 、p.320－322。

伊 原宇 三郎 「岩佐 新 さん を悼 む」『連 盟ニ ュー ス』224号 、 日本美 術家 連盟 、1973年7月 、p.2。

『島根県 大百科 事 典』 山陰 中央新 報社 、1982年 、p.160。

石 橋正 二 郎 に関す る事 項 は、 主 に 『コ レク ター石 橋正二 郎展 』 図録 、石橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術館 、2002年

を参照 した。

西暦 和暦 年齢 岩佐新の生涯 関連事項

1894 明 治27 0
7月10日、島根県能義郡 （現在の安来市）伯太町

井尻に生まれる。［島根県大百科事典］

県立松江商業学校を卒業後、東京に出て美術記者
として働く。［島根県大百科事典］

1914 大正3 20
この ころか ら、 日本画 家の石井 天風 （林響 ） に師

事す る。 ［ア トリエ7－4］

1924 大正13 30 斎藤与里ら、槐樹社を結成。

1925 大正14 31

石 井林 響 が郷里 に近 い上 総の大 網 に移 り、次 第に

疎 遠 にな る。 ［ア トリエ7－4］

その 後、 洋画 に転 向 し本 郷洋画 研究 所 に学 ん だ。

［連盟 ニ ュース224］

1926
大正15

昭和 元
32

11月 、月刊 美術 雑誌 『美術 新論』 が 創刊 、編集実

務 担 当 となる。 ［本 の手帖 ］

1928 昭和3 34
第5回槐樹社展に一般出品者として油彩画 《夜の
静物》を出品。

1929 昭和4 35

第6回 槐 樹社 展 に油彩 画 《広場風 景》 を出品。

藤 島武二 の ア トリエ を訪 問 し 『美術 新論』（4－12）

にア トリエ訪 問記 を寄 稿。

1930 昭和5 36
第7回 槐 樹社展 に油彩 画 《庭 》 を出品 。

第11回 帝 展 に 《窓》 を出品 。
2月25日 、石井 林響 、歿 す る。

1931 昭和6 37
第8回槐樹社展に油彩画 《O氏像》を出品。
第12回帝展に 《椅子に凭れるO氏 像》を出品。

石橋 正 二郎 、 ブ リッヂ ス トンタ

イヤ株 式会社 を設 立。

1933 昭和8 39

11月 、雑 誌 『美術 新論』 が11月 号 よ り 『美術』 と

改題 し、 斎藤 与里 、熊 岡美 彦、岩 佐が編 集 の中心

となる。

槐樹 社 、解散 。

1934 昭和9 40 画集『藤島武二画集』（東邦美術学院）を編集発行。

1935 昭和10 41

10月 、正 二郎 、東 京 に移 り、 こ

の 頃か ら銀座 の青 樹社 を訪 れ、

鈴 木里 一郎 と懇意 になる。

1936 昭和11 42

正二郎、東京の麻布永坂町に自

宅を建てる （松田建築事務所、
主として平田重雄が設計）。

1938 昭和13 44

雑 誌 『美術 』1月 号 よ り、岩佐 個 人が経営 者 と し

て発行 を引 き受 け る。 ［本 の手 帖］

12月 、「藤 島武 二近作 画展 」（日本橋 三越 ）の 開催

を世話 す る。

日本橋三越の藤島展で正二郎が

《浪 （大洗）》を気に入る。

1939 昭 和14 45 5月 、 『美術』 で石井林 響 供養号 を発 行す る。

11月、銀座青樹社本店で 「青木

繁遺作展覧会」が開催される（翌

年大阪支店でも開催）。
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西暦 和暦 年齢 岩佐新の生涯 関連事項

1940 昭和15 46

画 集 『ポ ール ・セザ ンヌ』（美術 発行所 ） を刊 行

11月23日－25日 、「岩 佐新 「出雲 」 と 「菊 」 の水墨

画 展」（銀座 ・鳩居 堂） 開催 。

1941 昭和16 47
10月 、 青樹社 の鈴 木里一 郎 の声 かけ に よ り、雑誌

『国民美 術』 を創刊 。 ［本の手 帖］

1942 昭和17 48

2月 、 『国民美 術』2月 号 を もっ て廃 刊す る。

藤 島、正 二郎 、幹 一郎 とと もに写真 に写 る。

4月26日 －28日 「岩佐新 「采 根譚 」主 題画 展 （日）」

（銀 座 ・鳩 居 堂） 開催。

ブ リ ッヂ ス トンタ イヤの社 名

を、日本 タ イヤ株式 会社 に変更 。

1943 昭和18 49

10－11月、「藤 島武二遺 作展 」 を大阪 市立 美術館 と

東京 都美 術館 で開催 。展 覧会 目録 の後が きを執 筆 。

11月 、 『藤 島 武二画 集』（藤 島 武二画 集刊 行会 ） を

編集 発行 。

3月19日 、 藤 島 武 二 、 歿 す る 。

1944 昭和19 50
日本タイヤに入社。島根に疎開し、島根新聞社（現
山陰中央新報社）に勤務。［島根県大百科事典］

1945 昭 和20 51 12月 、 島根洋 画展 に出品。

1946 昭 和21 52

雑誌 『島根美術』春号に寄稿。住所は能義井尻。
8月、島根洋画界夏季洋画講習会 （松江）に、指

導者として参加。

1947 昭 和22 53 雑誌 『島根美術』秋号に寄稿。

1949 昭 和24 55 ふたたび東京へ上京する。［島根県大百科事典］ 日本美術家連盟が創立。

1950 昭 和25 56
この 頃 か ら、 日本美術 家連 盟 の主事 （事 務局 ） を

務め る。 ［連盟 ニュ ース224］

1951 昭和26 57
ロ ック フェ ラー3世 夫 人 、石橋正 二郎 の永坂 自邸

を訪 問。岩 佐 は案内役 と して 同席 。

ブ リヂ ス トンタイ ヤ株 式 会社 に

社 名変更 。ブ リヂス トン ビル （本

社 ビル） が竣 工 。

正二 郎 、 自宅の 敷地 内 に 「美術

庫」 を建 て る。

1952 昭和27 58 ブ リヂス トン美術 館主事 とな る。 1月、ブリヂス トン美術 館が 開館 。

1953 昭和28 59
ブリヂス トン美術館映画委員会主事となる。委員

長は石橋幹一郎。

1956 昭和31 62 石 橋美 術館運 営委 員 となる （－70年3月）。
石橋正二郎、石橋財団を設立。

石橋美術館が開館。

1963 昭和38 69 石橋財 団評議 員 とな る （－72年11月 ）。

1966 昭和41 72 ブリヂ ス トン美術館 運営 委員 となる （－70年3月）。

1967 昭和42 73 ブ リヂ ス トン美術館 参与 に就 任 （－71年）。

1973 昭和48
6月20日 、78歳 で歿 す る。23日 に増 上寺 に て美術

館葬が お こなわれ た。
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岩佐 新 主 な関連 文献

1.岩 佐 新 の著作 ・談 話

【画 集 ・展 覧 会 カ タロ グ】

岩 佐新 編 『藤 島武 二画 集』 東邦 美術 学 院、1934年11月

岩 佐新 編 『ポ ー ル ・セザ ンヌ』 美術 発行所 、1940年

岩 佐新 『「茶 人三十 六歌撰 」 画帖 田 能村竹 田筆 ・岩 瀬早 雅伝賛 』美 術発 行所 、1941年

岩佐 新 「後が き」『藤 島武二 遺作 展覧 会 目録 』藤 島武 二遺 作展 覧会事 務所 、1943年10月

岩佐 新 「藤 島武 二語 録」 岩佐 新 、長谷 川仁 編 『藤 島武二 画集』 藤 島武二 画集刊 行会 、1943年11月

ブ リヂ ス トン美 術館 編 『藤 島武二 （美 術家 シリー ズ）第2』 ブ リヂ ス トン美術館 、1958年

岩佐 新編 「藤 島 武二 語録 」『世 界 名画全 集』（続巻 第6藤 島武二 、佐伯 祐三 ）平凡 社 、1961年11月

岩佐 新 「藤 島武 二先 生 の こ と」 『世界 名画 全集』 （続 巻 第6藤 島 武二 、佐伯祐 三 ） 月報付 録 、平凡社 、1961年

11月

岩佐新 「藤 島武 二語 録」 河北倫 明 ・嘉 門安雄 編著 『現代 日本美術 全集7』 （青木 繁、藤 島武 二）集英社 、1972年

【雑 誌 ・新 聞】

「或 る 日の 山手 電車 」『美術新 論』 第2巻 第8号 、1927年8月 （挿 絵 ）、p.87

「リノ リー ム版 画 の話」『美術 新論 』 第2巻 第11号 、1927年11月 、p.183

※　 I生 「ア トリエ訪 問 牧 野虎 雄氏 」『美術新 論』 第2巻 第11号

（※著者 名が イニ シ ャル表記 され て いるが 、岩佐 新 に よる記事 で あ る可 能性 が高 い。以 下 同様。）

「マ チス を訪 れ た人 の話 」『美術 新 論』 第3巻 第1号 、1928年1月 、p.66

「寫生 地 中海 」『美術 新論』 第3巻 第2号 、1928年2月 、p.66

※　 S.I生 「ア トリエ 訪 問記 金 山平 三氏 」『美 術新 論』 第3巻 第6号 、1928年6月

「活字 ！車 ！」『美 術新 論』 第3巻 第7号 、1928年7月

※　 S.I生 「ア トリエ 訪問 記 片 多徳 郎氏 」『美 術新 論』 第3巻 第7号

※　 S.I生 「ア トリエ訪 問 記 安 宅安 五郎氏 」『美術新 論』 第3巻 第9号 、1928年9月

※　 S.I生 「ア トリエ訪 問記 和 田英 作氏」『美術 新論 』 第4巻 第3号 、1929年3月

「俵 屋宗 達 に就 て」『美術 新論 』 第4巻 第5号 、1929年5月

「写 生地 伊豆 大 島」『美術 新論 』 第4巻 第6号 、1929年6月

※　 S.I生 「ア トリエ訪 問記 岡 田三郎 助」『美術 新論』 第4巻 第6号 、1929年6月

「一 つの リ ンゴ」『美 術新 論』 第4巻 第9号 、1929年9月 、p.85

※　 S.I生 「ア トリエ 訪 問記 藤 島 武二」『美 術新論 』 第4巻 第12号 、1929年12月 、p.70－72

「石井 さんの 憶 ひ出 （林響 氏追悼 ）」『ア トリエ』 第7巻 第4号 、1930年4月 、p.132－134

「長原 孝太 郎先 生 」『美 術新 論』 第6巻 第1号 、1931年1月 、p.86

「石 井林 響 遺作 展 」『ア トリエ』 第8巻 第5号 、1931年5月 、p.126－129

「美 術館 長 に 問ふ 」『美 術新 論』 第6巻 第5号 、1931年5月 、p.98

「おせつ か い な次 第で すが」『美 術新 論』 第6巻 第10号 、1931年10月

「帝 展幹 事 に献 ず」『美 術新論』 第6巻 第11号 、1931年11月 、p.168

「日本紹 介」『美 術新 論』 第7巻 第7号 、1932年7月 、p.84

「浮世 絵 総合 展 見物 」『美 術新 論』 第7巻 第7号 、1932年7月 、p.118

「朱葉 会 展」『美術 新 論』 第8巻 第4号 、1933年4月

「巴里 に於 け る 日本 現 代 版畫 準 備 展 並 に第 三 回 日本 版 画協 会 展 」 『美術 新 論 』 第8巻 第10号 、 美術 新 論 社 、

1933年10月 、p.23

「洋画 といふ言 葉 は止 め度 い」『美 術』 第8巻 第11号 、1933年11月 、p.96

「第四部 審 査員 は何 故辞 任 しなか ったか 」『美 術』 第9巻 第11号 、1934年11月 、p.109

「博 物館 の古 楽 面展 」『美術』 第9巻 第12号 、1934年12月 、p.52

「編輯 室 」熊 岡美彦 、斎 藤与 里 、岩 佐新 『美術 』 第10巻 第1号 、1935年1月

「独立 秋 季展 ・川 島理一 郎熱 河風 風物 展 ・油絵5人 」『美 術』 第10巻 第1号 、1935年1月

「編輯 室 」熊 岡美 彦 、斎 藤与 里 、岩 佐新 『美術 』 第10巻 第2号 、1935年2月
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「編 輯 室」 熊 岡美彦 、斎 藤与 里 、岩佐新 『美術』 第10巻 第4号 、1935年4月

「編 輯 室」 熊 岡美彦 、斎 藤与 里 、岩 佐新 『美 術』 第10巻 第5号 、1935年5月

「編 輯 室」 熊 岡美彦 、岩 佐新 『美術 』 第10巻 第6号 、1935年6月

「編 輯 室」 熊 岡美彦 、斎 藤与里 、岩 佐新 『美 術』 第10巻 第7号 、1935年7月

「答　 日本 美術 の変 遷」『美術』 第10巻 第9号 、1935年9月

「独 逸 か ら返 つた嵯 峨天皇宸 影」『美 術』 第10巻 第9号 、1935年9月

「編 輯 室」 熊 岡美彦 、斎藤 与里 、岩 佐新 『美 術』 第10巻 第12号 、1935年12月

「大 東 会展 感想 」『美 術』 第11巻 第1号 、1936年1月

「編 輯 室」 熊 岡美彦 、斎藤 与里 、岩 佐新 『美 術』 第11巻 第3号 、1936年3月

「主 線協 会 に呈 す」『美術』 第11巻 第4号 、1936年4月

「平 生 文相 と大 口氏 の討議 」『美 術』 第11巻 第6号 、1936年6月

「南 画 院 と 日本 画会 」『美術 』 第11巻 第7号 、1936年7月

「編 輯室 」熊 岡美彦 、斎藤 与里 、岩 佐新 『美術 』 第11巻 第8号 、1936年8月

「平 生文 相 に抱 負 を聞 く」『美術』 第11巻 第11号 、1936年11月

「加 筆事 件 」『美術 』 第11巻 第11号 、1936年11月

「弥 次喜 多 文展見 物」 大川 逞一 、岩佐 新 『美術 』 第11巻 第12号 、1936年12月

「編 輯室 」熊 岡美 彦 、岩佐 新 『美 術』 第11巻 第12号 、1936年12月

「大 潮会 展」『美術 』 第12巻 第1号 、1937年1月

「所 謂公 正会 案 に就 て」『美 術』 第12巻 第1号 、1937年1月

「編 輯室 」熊 岡美 彦 、斎藤 与里 、岩佐 新 『美術』 第12巻 第1号 、1937年1月

「カメ ラの ピクニ ック」『美 術』 第12巻 第2号 、1937年2月
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